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◎必修（履修時期指定）

○選択必修（いずれかで履修）

△自由選択（いずれかで履修）

１T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T

2 2 選択
必修

○

2 大学教育入門 2 必修 ◎

2 教養ゼミ 2 必修 ◎

0 1 自由
選択

△ △

4 人文社会学系科目群 2 選択
必修

○ ○

4 自然科学系科目群 2 選択
必修

○ ○

選択
必修

○ ○ ○ ○

微分積分学Ⅰ 2 ◎

微分積分学Ⅱ 2 ◎

線形代数学Ⅰ 2 ◎

線形代数学Ⅱ 2 ◎

数学演習Ⅰ 1 ◎

数学演習Ⅱ 1 ◎

一般力学Ⅰ 2 ◎

一般力学Ⅱ 2 ◎

基礎電磁気学 2 ◎ ㈀



 

1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

応用数学Ⅰ 2 4

応用数学Ⅱ 2 4

応用数学Ⅲ 2 4

応用数理Ａ 2 4

応用数理Ｃ 2 4

確率・統計 2 4

応用数学総合 2 4

力学演習 1 4

機械・輸送工学概論 2 4

技術英語演習 1 2 2

工学プログラミング基礎 2 4

材料力学Ⅰ 2 4

熱力学Ⅰ 2 4

流体力学Ⅰ 2 4

制御工学Ⅰ 2 4

機械材料概論 2 4

基礎材料加工学 2 4

設計製図 1 3 3

CAD 1 3 3

工作実習(a) 1 3 3

工作実習(b) 1 3 3

※1　工作実習(a)，(b)は，いずれか一方のみしか履修できない。

◎ ◎

◎

第一類　専門基礎科目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎必　  　修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○選択必修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△自由選択

第４年次

毎週授業時数

前期 後期 前期

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎ ◎

◎

◎

◎◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎

◎ ◎

第
二
群

◎ ◎ ◎

◎

◎

◎ ◎ ◎

◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎◎ ◎

◎ ◎ ◎

○ ○ ○

○ △

第
一
群

◎ ◎ ◎ ◎

○

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○

○ ○

○ ○

◎

授業科目
単
位
数

履修指定

備
考

機
械
シ
ス
テ
ム

輸
送
シ
ス
テ
ム

材
料
加
工

エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換

第１年次 第２年次 第３年次

後期 前期 後期前期 後期



1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

機械力学Ⅰ 2 ◎ 4
機械工学実験 1 ◎ 3 3
機械創成実習 1 ◎ 3 3
機械材料Ⅰ 2 ◎ 4
機械材料Ⅱ 2 ○ 4
材料強度学 2 ◎ 4
成形加工学Ⅰ 2 ◎ 4
成形加工学Ⅱ 2 ○ 4
材料科学 2 ◎ 4
機械加工学 2 〇 4
量子物理 2 △ 4
流体力学Ⅱ 2 ○ 4
熱力学Ⅱ 2 〇 4
伝熱学Ⅰ 2 〇 4
燃焼工学 2 △ 4
内燃機関 2 △ 4
データ処理および数値解析 2 ◎ 4
計算機プログラミング 2 〇 4
弾塑性力学 2 〇 4
計算固体力学 2 ○ 4
機構運動学 2 ○ 4
機械力学Ⅱ 2 〇 4
制御工学Ⅱ 2 〇 4
電気・電子工学 2 ○ 4
メカトロニクス 2 △ 4
計測信号処理 2 ○ 4
メカニカルシステム制御 2 △ 4
データ構造とアルゴリズム 2 △ 4
生産システム 2 △ 4
要素設計 2 ○ 4
機械設計 2 〇 4
システム工学 2 ○ 4
交通機械 2 ○ 4
インターンシップ 1 ○ 3 3
卒業論文 5 ◎

第一類　専門科目
（材料加工プログラム）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎必　　　修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○選択必修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△自由選択

単
位
数

履
修
指
定

前期

毎週授業時数

前期 後期後期後期
授業科目

後期
第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

前期 前期
備
考



材料加工プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)
地域社会や国際社会，産業の発展に積極
的に取り組む自立性の養成

自立的に地域社会や国際社会，産業の発展に積
極的に取り組むことが十分にできる。

自立的に地域社会や国際社会，産業の発展に積
極的に取り組むことが標準的にできる。

自立的に地域社会や国際社会，産業の発展に積
極的に取り組むことが最低限できる。

(2)
技術者として必要な基礎的知識の習得と
論理的思考能力の養成

技術者として必要な基礎的知識を習得し，論理的
に思考することが十分にできる。

技術者として必要な基礎的知識を習得し，論理的
に思考することが標準的にできる。

技術者として必要な基礎的知識を習得し，論理的
に思考することが最低限できる。

(1)
機械システム工学および材料創生・加工の
基礎の確実な習得と応用力の養成

機械システム工学および材料創生・加工の基礎を
確実に習得し，これらを応用することが十分にでき
る。

機械システム工学および材料創生・加工の基礎を
確実に習得し，これらを応用することが標準的にで
きる。

機械システム工学および材料創生・加工の基礎を
確実に習得し，これらを応用することが最低限でき
る。

(2)
柔軟な発想と創造性をもって自ら工学的課
題を解決する能力の養成

柔軟な発想と創造性をもって自ら工学的課題を解
決することが十分にできる。

柔軟な発想と創造性をもって自ら工学的課題を解
決することが標準的にできる。

柔軟な発想と創造性をもって自ら工学的課題を解
決することが最低限できる。

総
合
的
な
力

(1)
コミュニケーション能力および国際的に情
報収集や発信できる能力の養成

他者とのコミュニケーションおよび国際的に情報収
集や発信が十分にできる。

他者とのコミュニケーションおよび国際的に情報収
集や発信が標準的にできる。

他者とのコミュニケーションおよび国際的に情報収
集や発信が最低限できる。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

能
力
・
技
能

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解

幅広い教養に支えられた豊かな人間性を培い，人類や社会が直面している地球環境問題，社会環境問題を理解する。さらに，人と社会，自然と工学との多角的な関わりの中でそれ
を解決するための道筋を考える能力を培う。そのために，（１）様々な社会問題を多面的に捉え，その全体像を把握する力と姿勢を習得する。（２）専門以外の分野に接し，幅広い視野
を獲得する。（３）スポーツを通して人間生活の基本である健康・体力に対する知識を学ぶ。（４）社会の中における機械システム工学および材料創生・加工技術者の立場を理解し，倫
理的問題を解決する能力を養成する。



評価項目と授業科目との関係

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 1セメ 100 1

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 平和科目 2 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目（人文社会学系科目群） 4 選択 1,2,3,4セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目（自然科学系科目群） 4 選択 1,2,3,4セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーション基礎Ⅰ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーション基礎Ⅱ 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＡ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＢ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＡ 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＢ 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅰ 1 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅱ 1 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 情報・データ科学入門 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択 1,2セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅰ 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅱ 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅰ 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅱ 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅰ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅱ 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅰ 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅱ 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 基礎電磁気学 2 必修 3セメ 100 1 100

教養教育科目 物理学実験・同実験 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 一般化学 2 選択 3セメ 100 1 100

教養教育科目 化学実験法・同実験 2 選択 2セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学Ⅰ 2 必修 2セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 応用数学Ⅱ 2 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 応用数学Ⅲ 2 必修 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 応用数理Ａ 2 選択 5セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 応用数理Ｃ 2 選択 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 確率・統計 2 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 応用数学総合 2 選択 6セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 力学演習 1 選択 2セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 機械・輸送工学概論 2 必修 2セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 技術英語演習 1 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 工学プログラミング基礎 2 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 材料力学Ⅰ 2 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 機械力学Ⅰ 2 必修 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 熱力学Ⅰ 2 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 流体力学Ⅰ 2 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 制御工学Ⅰ 2 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 機械材料概論 2 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 基礎材料加工学 2 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 計算機プログラミング 2 選択 5セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 機械工学実験 1 必修 5セメ ○ 80 1 20 1 100

専門教育科目 機械創成実習 1 必修 6セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 設計製図 1 必修 2セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 CAD 1 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 工作実習(a) 1 必修 2セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 工作実習(b) 1 必修 3セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 機械材料Ⅰ 2 必修 5セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 機械材料Ⅱ 2 選択 6セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 材料強度学 2 必修 6セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 成形加工学Ⅰ 2 必修 5セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 成形加工学Ⅱ 2 選択 6セメ ○ 100 1 100

(1)主要授業
科目

別紙３

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目
科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能 総合的な力
(1) (2) (1) (2)



科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

(1)主要授業
科目科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目
科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能 総合的な力
(1) (2) (1) (2)

専門教育科目 材料科学 2 必修 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 機械加工学 2 選択 5セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 量子物理 2 選択 4セメ 100 1 100

専門教育科目 流体力学Ⅱ 2 選択 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 熱力学II 2 選択 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 伝熱学Ⅰ 2 選択 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 燃焼工学 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 内燃機関 2 選択 6セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 データ処理および数値解析 2 必修 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 弾塑性力学 2 選択 5セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 計算固体力学 2 選択 5セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 機構運動学 2 選択 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 機械力学Ⅱ 2 選択 5セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 制御工学Ⅱ 2 選択 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 電気・電子工学 2 選択 5セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 メカトロニクス 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 計測信号処理 2 選択 6セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 メカニカルシステム制御 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 データ構造とアルゴリズム 2 選択 6セメ 100 1 100

専門教育科目 生産システム 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 要素設計 2 選択 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 機械設計 2 選択 6セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 システム工学 2 選択 4セメ ○ 50 1 50 1 100

専門教育科目 交通機械 2 選択 4セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 インターンシップ 1 選択 6セメ ○ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 卒業論文 5 必修 7,8セメ ○ 55 1 45 1 100



材料加工プログラムカリキュラムマップ 別紙４

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

大学教育入門（◎） 領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） インターンシップ（○）
平和科目（○） 健康スポーツ科目（○）

領域科目（○）
健康スポーツ科目（○）

情報・データ科学入門（◎） 微分積分学Ⅱ（◎） 基礎電磁気学（◎） 計算機プログラミング（〇）

微分積分学Ⅰ（◎） 線形代数学Ⅱ（◎） 一般化学（○）
線形代数学Ⅰ（◎） 数学演習Ⅱ（◎） 工学プログラミング基礎（◎）

数学演習Ⅰ（◎） 一般力学Ⅱ（◎）
一般力学Ⅰ（◎） 物理学実験・同実験（◎）

化学実験法・同実験（○）

応用数学Ⅰ（◎） 応用数学Ⅱ（◎） 応用数学Ⅲ（◎） 応用数理Ａ（○） 応用数学総合（○）
力学演習（△） 確率・統計（◎） 応用数理Ｃ（○） 機械材料Ⅰ（◎） 機械材料Ⅱ（○）

材料力学Ⅰ（◎） 機械力学Ⅰ（◎） 成形加工学Ⅰ（◎） 材料強度学（◎）
機械・輸送工学概論（◎） 熱力学Ⅰ（◎） 材料科学（◎） 機械加工学（〇） 成形加工学II（○）
設計製図（◎） 流体力学Ⅰ（◎） 量子物理（△） 燃焼工学（△） 内燃機関（△）

制御工学Ⅰ（◎） 流体力学Ⅱ（○） 弾塑性力学（〇） メカトロニクス（△）
機械材料概論（◎） 熱力学II（〇） 機械力学Ⅱ（〇） データ構造とアルゴリズム（△）

基礎材料加工学（◎） 伝熱学Ⅰ（〇） 電気・電子工学（○） 機械設計（〇）
データ処理および数値解析（◎） メカニカルシステム制御（△） 計測信号処理（○）
機構運動学（○） 生産システム（△）

制御工学Ⅱ（〇） 計算固体力学（○）
要素設計（○）
システム工学（○）
交通機械（○）

教養ゼミ（◎） 工作実習（a)　（◎） 工作実習（b）　（◎） システム工学（○） 機械工学実験（◎） 機械創成実習（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）
ＣＡＤ（◎） インターンシップ（○）

教養ゼミ（◎） コミュニケーション基礎Ⅱ（◎） 技術英語演習（◎） 機械工学実験（◎） インターンシップ（○） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）
コミュニケーション基礎Ⅰ（◎） コミュニケーションⅡA（◎）

コミュニケーションⅠA（◎） コミュニケーションⅡB（◎）

コミュニケーションⅠB（◎）

ベーシック外国語Ⅰ（○）

ベーシック外国語Ⅱ（○）

色分け 教養コア・共通科目 教養基盤科目 専門基礎科目 第一群 専門基礎科目 第二群 専門科目

記号 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

学習の成果 １年 ２年 ３年 ４年

評価項目

コミュニケーション能力および
国際的に情報収集や発信でき
る能力の養成

総
合
的
な
力

知
識
・
理
解

地域社会や国際社会，産業の
発展に積極的に取り組む自立
性の養成

技術者として必要な基礎的知
識の修得と論理的思考能力の
養成

柔軟な発想と創造性をもって自
ら工学的課題を解決する能力
の養成

機械システム工学および材料
創生・加工の基礎の確実な習
得と応用力の養成

能
力
・
技
能



 

別紙５ 
担 当 教 員 リ ス ト  

 
教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

佐々木 元 教授 7545 A3-446 gen@hiroshima-u.ac.jp 

松木 一弘 教授 7554 A3-646 matsugi@hiroshima-u.ac.jp 

山本 元道 教授 7815 A3-124 motoyama@hiroshima-u.ac.jp 

曙 紘之 教授 7538 A3-224 akebono@hiroshima-u.ac.jp 

杉尾 健次郎 准教授 7618 A3-445 ksugio@hiroshima-u.ac.jp 

日野 隆太郎 准教授 7537 A3-325 rhino@hiroshima-u.ac.jp 

崔 龍範 准教授 5752 A3-644 ybcho@hiroshima-u.ac.jp 

小川 裕樹 助教 7546 A3-222 yuogawa@hiroshima-u.ac.jp 

崔 正原 助教 4324 A3-323 tyak220@hiroshima-u.ac.jp 

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 

令和７年度生対象 
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応用数学グループ 
教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

池畠 優 教授 4448 A3-846 ikehata@hiroshima-u.ac.jp 

鄭 容武 准教授 7595 A3-841 yongmoo@hiroshima-u.ac.jp 

川下 和日子 准教授 7602 A3-745 wakawa@hiroshima-u.ac.jp 

若杉 勇太 准教授 7600 A3-843 wakasugi@hiroshima-u.ac.jp 


Æ�£ * ½ # Õ  � “ � M 7599 A

3

-744 uchiyama@

h i r o s h i m a - u.ac.jp 

※ 「 ０ ８ ２ － ４ ２ ４ － （ 内 線 番 号 ４ 桁 ） と す れ ば ， 直 通 電 話 と な り ま す 。 
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